
夢に向かって羽ばたけ

このコーナーでは、未来の夢に向かって頑張る市内の小・中学生・高校生を紹介します
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人口の動き

■総人口　30,847人（－54人）

■男　性　14,579人（－17人）

■女　性　16,268人（－37人）

■世帯数　13,975戸（－26戸）

■平戸地区   17,765人（－36人）
　 北部地区　  10,455人（－ 13人）         
　  中部地区　    3,480人（－ 17人）
　  南部地区　    3,830人（－  ６人）

■生月地区　 5,319人（－  11人）
■田平地区　 6,736人（－  ５人）
■大島地区　 1,027人（－  ２人）
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市民課戸籍住民班　☎22-9123問

広報ひらど 令和２年３月号 2Hirado City Public Relations,2020.３3

36

松永　海喜さん

平戸高校

野子町

まつなが　　　　かいき

１年

３人兄弟の長男。
高校ではサッカー
部に所属。オラン
ダでの自転車移
動に備え猛特訓し
たそうです。

『短期交換留学が財産に』

　今回のオランダ交流事業への参加は、私の希望でもありまし
た。若いうちに海外の文化に触れることがどんなに貴重で、得
るものが大きいか体感してほしかったからです。この事業に参
加したことが、本人も家族も財産になったと思っています。これ
からも世界に出ても通用するような人になってほしいと思います。
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キレイな海の記憶を子どもたちに残したい
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　２月２日、生月西海岸一帯で、海岸清掃
が行われました。
　この海岸清掃は、主催者の平戸たつのお
としご隊代表の香林亮積さんが、キレイな
海の記憶を子どもたちに残していきたいとい
う想いで平成19年から始めた海岸清掃に、
地域のＮＰＯ団体やまちづくり運営協議会
が協力して行われました。今回は、約50人
が参加し、大きなブイや発泡スチロールな
どの海洋ゴミなどを回収しました。
　3月8日には、早福地区の清水海岸で菜
の花まつりと連携して、クリーンアップ
ウォーキングも予定しています。

（　）は、前月との比較
　まゆこ


